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１  開   会  

 

 

 

 

 

２  審査依頼議案（適否確認）  

 

 

 

 

 

３  所管事項（監査委員事務局、人事委員会事務局、公安委員会）  

 

 

 

 

 

４  閉   会  

令和６年９月 27 日（金） 

午 後 １ 時 3 0 分 ～  

於 ： 第 ６ 委 員 会 室  

 



予算特別委員会総務・警察分科会 
議案審査依頼表 

 
 
 

議案番号 件          名 

  
 １ 

 
 
 
  

 
 令和６年度京都府一般会計補正予算（第２号）中 
 
歳入全部 ただし、他の分科会に審査依頼する特定財源を除く。 
 
 

 

 



令和６年９月定例会

受理番号 受理年月日 件　　　　　　　　　　名

22  R6. 6.24
対外的情報省の設立と横田基地等の見直しを求める意見書の提出に関す
る陳情

23の1  R6. 7. 3 母が中国で不法に逮捕されている件に関する陳情

24  R6. 7. 3
47都道府県カルテル解除　国際集中裁判　侮辱　賭博　ＤＶストーカー
被害継続　生活妨害被害継続　救済に関する陳情

25  R6. 7. 3
令和２年３月18日受理26号受付　総務・警察常任委員会　陳情分書類
議会議論　国家公安委員会　厚生労働省　法務省　警察庁　請願に関す
る陳情

26  R6. 7. 3

令和２年12月８日　受理　1357号受付　総務・警察常任委員会　陳情分
書類　「原水爆禁止京都協議会」議会議論　国家公安委員会　文部科学
省　厚生労働省　法務省　警察庁　防衛省　警視庁　全国自衛隊地方協
力本部　請願に関する陳情

27  R6. 8.22
対外的情報省を設立し、食料危機に対応することを求める意見書の提出
に関する陳情

総務・警察常任委員会　送付陳情一覧表
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 陳情又は要望に関する文書表  

受理番号 第   ２２   号 受理年月日 令和６年 ６月２４日 送付委員会 総務・警察常任委員会 

陳 情 者 

 

 

 

 

 

件  名 対外的情報省の設立と横田基地等の見直しを求める意見書の提出に関する陳情 

要  旨  

 

第二次世界大戦が終結し、平和な時代が来ると世界の人々は思ったが、その後も各地で、国家間の戦争や、民族、宗教、資源争奪

紛争等が勃発している。歴史を振り返ると、フランスの著名な学者は、人間の歴史4,000年のうち、平和は277年間であとの3,723年

間、戦争はどこかで行われ、現在も続いていると著書で述べている。 

国は混沌とする世界情勢を把握するために、対外的情報省を設立し、その過程で日米安全保障条約を再検討し、横田基地を含む都

内にある米軍施設７か所の基地を見直しの対象とする必要があると考える。 

 

ついては、国に対し、対外的情報省を設立し、日米安全保障条約を、戦後から今日に至る間再検討を行い、横田基地を含む都内に

ある米軍施設７か所の基地を見直しの対象とする必要があるとの意見書を提出するよう陳情する。 

 

 

 

 

 

 

  



総－２ 

 陳情又は要望に関する文書表  

受理番号 第  ２３の１  号 受理年月日 令和６年 ７月 ３日 送付委員会 総務・警察常任委員会 

陳 情 者 

 

 

  

 

 

件  名 母が中国で不法に逮捕されている件に関する陳情 

要  旨  

 

私は10年前、留学のため中国宝鶏から来日した。今は東京都に住み、メディアに勤務している。中国で逮捕拘留されている母の救

援に協力をお願いする。 

母は陝西省に住んでいる。2004年４月11日に友達の家にいた際、法輪功を修煉していることを理由に現地の警察に押し入られ、強

制連行され、現在留置場に拘束されている。 

元々体が弱い母は、34歳の時、病院で心室性期外収縮と診断され、多くの医学専門家に診てもらったが、改善しなかった。1998年

に、父の同僚に法輪功を紹介され、「真、善、忍」の教えに関心した母は法輪功を始めた。幸運なことに母は奇跡的に回復しただけ

でなく、その後二十数年に渡り、一度も病院に行くことなく、健康を維持してきた。 

しかし、1999年７月20日、当時の国家指導者、江沢民は、嫉妬心から法輪功への残忍な迫害を開始した。拷問迫害による死亡者は、

身元が確認できた人数だけでも5,000人以上に達しており、実際の人数は統計することすらできないと言われている。2023年、陝西

省では、少なくとも215人の法輪功学習者が迫害を受けている。そのうち２人が死亡し、63人が不法に収容され、13人が不法に逮捕

され、12人が不法に裁判にかけられ、47人が不法に家宅捜索され、63人が嫌がらせを受け、４人が放浪生活を余儀なくされ、１人が

精神病院に収容されている。また、大連市長であった薄煕来は、法輪功学習者から生きたまま臓器摘出を行うことを考え、それを瞬

く間に全国に広め、臓器摘出から遺体の販売まで一貫して行う殺人産業を形成し、地球上にかつてない邪悪を作り出した。 

中国共産党政府の血に染まった手によって、健康体となった母から臓器が収奪される可能性さえある。そして母がー日でも長く拘

留されれば、その分拷問に遭うリスクも高くなる。 
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私は母と一緒に法輪功を修煉していたため、もし日本から中国に帰れば、飛行機から降りた途端に逮捕される恐れがある。そのた

め、この10年間、親族が亡くなった時も中国に帰ることができなかった。母の不法逮捕によって、悲しみと不安と無力感に苛まれて

いる私に、どうか力を貸してほしい。 

 

ついては、次の事項について、陳情する。 

 

１ 人道的な立場から、不当な扱いを受けている母の境遇に関心を持ち、一刻も早く救出すべく、駐日中国大使館、在中国日本大使

館及び日本の外務省に働きかけること。 

２ 国に、母の早期救出を求める意見書を提出すること。 
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 陳情又は要望に関する文書表  

受理番号 第   ２４   号 受理年月日 令和６年 ７月 ３日 送付委員会 総務・警察常任委員会 

陳 情 者 

 

 

  

 

 

件  名 
47都道府県カルテル解除 国際集中裁判 侮辱 賭博 ＤＶストーカー被害継続 生活妨害被害継続 救済に関す

る陳情 

要  旨  

 

生命危険のため、京都府犯罪被害者等支援条例制定の件において、次の事項について陳情する。 

 

１      モデルケース 断固中止要請すること 

２ 悪用計画者 逮捕請求すること 
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 陳情又は要望に関する文書表  

受理番号 第   ２５   号 受理年月日 令和６年 ７月 ３日 送付委員会 総務・警察常任委員会 

陳 情 者 

 

 

  

 

 

件  名 
令和２年３月 18日 受理 26 号 受付 総務・警察常任委員会 陳情分書類 議会議論 国家公安委員会 厚生

労働省 法務省 警察庁 請願に関する陳情 

要  旨  

 

下記内容について、請願のため陳情する。 

 

１ 中日友好医院 臓器提供について 衛星航空装置Ｄ装置工場閉鎖 

覚醒剤ロンダリング資金提供場所 として 閉館要請 密輸禁止要請のため 

２ 臓器提供売買 違法適用 相当のため 

３ 刑法文章削除 相当のため 

４ 恩赦継続のため 

５ Ｄ装置被害者 や      被害皆無状態生命危険救済 のため 
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 陳情又は要望に関する文書表  

受理番号 第   ２６   号 受理年月日 令和６年 ７月 ３日 送付委員会 総務・警察常任委員会 

陳 情 者 

 

 

  

 

 

件  名 

令和２年 12月８日 受理 1357 号 受付 総務・警察常任委員会 請願分書類 「原水爆禁止京都協議会」議会

議論 国家公安委員会 文部科学省 厚生労働省 法務省 警察庁 防衛省 警視庁 全国自衛隊地方協力本部 請

願に関する陳情 

要  旨  

 

下記内容について、請願のため陳情する。 

 

生命危険のため 

マイクロウェーブ ワッシャー＆パンプ Ｄ装置 他 

航空衛星兵器稼働 また 47都道府県カルテル 解除 

国際集中裁判 侮辱 賭博 

ＤＶストーカー被害継続 生活妨害被害継続 救済のため 
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 陳情又は要望に関する文書表  

受理番号 第   ２７   号 受理年月日 令和６年 ８月２２日 送付委員会 総務・警察常任委員会 

陳 情 者 

 

 

 

 

 

件  名 対外的情報省を設立し、食料危機に対応することを求める意見書の提出に関する陳情 

要  旨  

 

 世界は戦争の時代に突入した。ロシアがウクライナに侵略戦争を始め、中東では、イスラエルとハマスが武力衝突を繰り返し、中

東全体が不安定化している。 

 東アジア地域では中国が拡張政策を進め、北朝鮮も核実験を繰り返し、東アジア全体に緊張関係が高まっている。また、東アジア

で戦争が勃発すれば、我が国は、輸出入が途絶え、食糧備蓄は底をつき食料危機が発生し、国民は飢餓状態に陥る。 

 このような事態にならないために、常時食料輸入先の政治動向の把握が必要である。 

 

 ついては、国に対して、対外的情報省を設立し食料危機に対応することを求める意見書を提出するよう陳情する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


